
大分県医師会の取り組み
健康長寿日本一おおいたを目指して

１．健康寿命日本一おおいた県民公開講座の開催

２．大分県医師会 「歩こうデー」の開催

３．大分県医師会講演会（スポーツ医学）県民公開講座の開催

４．世界糖尿病デーの開催

9



２．大分県医師会 「歩こうデー」の開催

※平成１２年度より毎年開催。

年 度 コ ー ス 参加者

２９ 由布市湯布院町（約７キロ） ８０

２８ 日田市三隈川周辺コース（約７キロ） ８０

２７ 道の駅きよかわ～原尻の滝（約８キロ） ７５

２５ 別大国道ウオーキング （約１０キロ） １００

２４ 幻の軽便鉄道跡探訪コース（約１０キロ） １００

２３ 紅葉の耶馬渓散策コース約（約１０キロ） １２０

２２ 九重タデ原湿原・長者原コース（約１０キロ） １００

２１ 別府湾眺望コース（約８キロ） １１０

１２ 大分市内 １００

・
・
・

・
・
・
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〇 平成２９年１０月２２日（日）
由布市湯布院町（約７キロ） 参加者 ８０名

〇 平成３０年９月３０日（日）
臼杵市開催予定

２．大分県医師会 「歩こうデー」の開催

３. 大分県医師会講演会（スポーツ医学）県民公開講座を開催
※平成１１年度より

年度 演題名 出席者数

２６
「中・高年者のスポーツ障害

～疾患からみた良い運動と悪い運動～」
１５０

２４ 「「いつまでも若々しく、元気で穏やかに」生きていく
ために まごたちはやさしいメニューと運動のすすめ」

９０

２３ 「中・高年の膝痛・腰痛等の保存療法について」 １００

２０
「あなたの運動器（脚・腰）大丈夫ですか？

ー子供から大人まで ロコモ予防を！－」
１００

１５ 「生活習慣病の運動療法」 ８０

１１
「スポーツにおける頭部外傷ーアマチュアボクシングを
中心にー」

８０

・
・
・
・

・
・
・
・
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４. 世界糖尿病デーの開催
11月14日の世界糖尿病デーに合わせ、大分県でも県民を

対象に講演会を毎年開催。

年度 タイトル 出席者
数

２９

「脳卒中ってご存知ですか？糖尿病との深い関係」

「糖尿病と骨・筋肉との深い関係ー骨粗鬆症・サルコペニア
についてー」

１８０

２８
「糖尿病で足切断にならないために知っておいてほしい事」
「糖尿病網膜症で失明しないために」 ２３０

２７

「大分県の糖尿病対策ー健康需要日本一を目指して」

「肥満は糖尿病と仲良し？－糖尿病患者さんの立場で考え
るー」

２００

２６

「おおいたの味力（みりょく）と課題～職と健康づくりを
中心に～」
「生活習慣とメンタルヘルス：糖尿病に焦点をあてて」

１００
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健康寿命日本一おおいた創造会議
日本健康会議in大分 説明資料

公益社団法人 ツーリズムおおいた

会長 幸重 綱二

世界温泉地サミットの開催

期日 ： 平成３０年５月２５日（金）～２７日（日）
場所 ： ビーコンプラザ
主催 ：世界温泉地サミット実行委員会
後援 ： 経済産業省、国土交通省・観光庁、

環境省、外務省等
参加 : 世界１７の国・地域
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3

古くからの温泉地に
長期滞在し、入浴して病気

を治療する「湯治」

団体旅行としての温泉地の発展

ストレス社会、高齢化社会であり、ワークライフバランスが求められる現代において、社

会全体として、リフレッシュや健康長寿のための場づくり、仕組みづくりが重要

官民一体となって地方創生、観光立国（インバウンド対策）を推進

温泉地の役割を見直し、「新・湯治」を提案
• 温泉入浴に加えて、周辺の自然、歴史・文化、食などを活かした多様なプログラムを

楽しみ、地域の人や他の訪問者とふれあい、心身ともに元気になること

• 年代、国籍を問わず楽しめ、長期滞在を行うことが効果的

• ウェルネス（健康増進や美容）としての温泉利用

新・湯

治

とは

国民共有の資源であり、温泉地の核となり、将来世代へ引き継ぐもの

日本は温泉や温泉地が持つチカラを十分に活用していないのではないか
温泉 ･･

エビデンス
も重視！

環境省が取り組む温泉地活性化の方針（有識者会議提言）環境省が取り組む温泉地活性化の方針（有識者会議提言）

「レジャー」としての温泉利用

１泊２日

医療保険による
クア（療養）として
の温泉利用

レジャー
としての
温泉利用

ウェルネス
（健康増進と

美容）
としての温泉利用

（１泊２日）（１週間程度）（３週間）

温泉利用のこれからのトレンド温泉利用のこれからのトレンド

温泉利用型の
健康増進施設

長湯温泉
豊富温泉
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世界温泉地サミット宣言
（温泉の医療・健康・美容への利用）

３．温泉の医療・健康・美容への利用

温泉は、医療・健康・美容分野において非

常に有益な資源である。産学官連携による
研究を進め、人類共通の財産として、温泉
の新たな可能性と魅力を発信しながら、こ
れらの分野への活用を推進する。特に、温
泉利用がこれまでのクア（療養）に加え、
ウェルネス（健康・美容）へと拡大しているこ
とに注目すべきである。

抜粋
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（公社）大分県栄養士会

☆ラグビーワールドカップ2019 
大分県来県国料理教室（4月～）

地元の野菜を使って作ろう！

・ 食を通じてラグビーワールドカップ2019の機運醸成を

図るため、 来県国のレシピの作成、料理教室の開催、

集団給食での提供を行う

フィジー （大分市・由布市）

ニュージーランド （別府市・国東市・杵築市、

日出町・姫島村）

ウルグアイ （竹田市・豊後大野市）

ウェールズ （宇佐市・中津市・豊後高田市、

日田市・玖珠町・九重町）

オーストラリア （佐伯市・臼杵市・津久見市）

ニュージーランド料理フィジー料理
フィジアン・ココナツライス
フィジアン・アップルサラダ
スィー
フィジーチーズケーキ
トロピカルジュース

グリルラムチョップワインソースかけ
ビーンズサラダ
レンズ豆と南瓜のクリームスープ
キウイのヨーグルトかけ
フランスパン・紅茶

ウェールズ料理ウルグアイ料理
ウェルシュ・レアビット
シーザーサラダ
トラディッショナル・ウェルシュカウル
ウェルシュケーキ
フランスパン・紅茶

牛肉のチミチュリバーベキュウソース
レポヨモラド
エンソパデカンポ
クレパスデカラメル
フランスパン・マテ茶

（公社）大分県栄養士会
☆ 栄養ワンダーの開催

・ 現代日本の栄養問題の解決について、施設利用者や地域住民

対象にわかりやすく説明・指導し栄養に親しんでもらうイベント

・ 実施期間（７月から８月）

・ 大分市、別府市、杵築市、中津市、日田市、臼杵市、竹田市

22か所にて開催

・ 栄養の相談、「栄養ワンダー」冊子・「野菜ジュース（1日分の野菜

ジュース）、 キウイフルーツ・ヨーグルト」の配布

☆ 栄養の日
H30年8月3日（金） 大分県介護研修センター

・栄養相談、食品販売、情報提供、展示

☆ 野菜の日（8月31日）関連事業
H30年8月30日（木） ホテルサンバリーアネックス
（研修会）

・ 「食品衛生に関する最新の情報 （特に野菜に関して）」
・ 「野菜ソムリエ・アスリートマイスターが伝えたいプロのコツ

～野菜そしてまた野菜～」
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市町村と健康寿命日本一
おうえん企業との連携による

保健活動の拡大

大分県市町村保健活動研究協議会

副会長 宇都宮 和子

連携事例① 豊後大野市とおうえん企業

●豊後大野市が推進す
る『あけあじ減る塩
（へるしお）大作戦』の
周知拡大

●減塩ノウハウの提供

「あけあじ減る塩」健康教
室で、減塩無添加あわせ
麹みそと減塩レシピを提
供
（富士甚醤油株式会社）

［実施場所］

社会福祉法人三重福祉
会 ひがしこども園

豊後大野市こども園・保育園児の保護者を対象とした健康教室における「減塩」実践

連携内容

目 的
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連携事例② 別府市とおうえん企業２社

●大分県信用組合の別府市内
の支店がキャンペーンの場を
提供

●うす塩みそ汁の試飲会を実施
し、来店者にうす塩醤油をプ
レゼント
（フジヨシ醤油株式会社）

●別府市健康づくり推進課の職
員が減塩を呼びかけ

「ご縁減塩キャンペーン」
うす塩みそ汁の試飲会で、減塩の大切さを呼びかける！

連携内容

目 的
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大分県信用組合
営業統括部 推進役 中島 啓之

1

平成３０年８月２３日

2

（一定の健康診査を受診した方が契約可能な健康定期）

市町村との共同開発（大分市、別府市等）１６商品
共済組合（公務員対象）３商品
国民健康保険組合（歯科医師等）２商品 （計２１商品）

地域（組織）の課題
にあわせて商品をカ
スタマイズ。

受診者へ健康のお祝
い金利を提供。

特徴１

特徴２

特徴３

市町村等と協力して受
診率の向上と医療費の
適正化を支援。

累計販売実績

販売件数：約14,000件
販売額 ：約211億円
（Ｈ30.7月末）
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3

健康定期で集まった資金を原資とした融資により、医療機関や介護施設の機器更新で、
大分県の予防医療を高度化するという、「健康」をキーワードとした資金循環（経済活
動の活性化）を創造する、当組合が構築した新しい資金の循環システム。

4

協力して大分県民の健康寿命延伸を目指すことを約束

その他、地方創生、地域企業の育成や相互の人材育成について協力することを約束。

大分県信用組合 理事長 吉野 一彦 国立大学法人大分大学 学長 北野 正剛 氏

H29.3.27
調印式
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5

健康寿命日本一おうえん融資ファンドと同様に、健康定期で集まった資金を原資とした
融資により、受動喫煙防止対策の設備投資を行いタバコを吸わない方の健康被害を防ぐ
ことで、大分県民の健康寿命を延伸する。また、県の制度である、健康経営事業所や健
康応援団という、認定に基づく金利優遇を行うことで、実施企業のブランド価値を高め
るサポートを行う。

大分県民116万人

飲食店・旅館・

小売店等事業者
大分県信用組合

受動喫煙防止   大分県民 健康寿命延伸 資金循環    

低利  返済

非喫煙者の安心
金利優遇

健康定期
受動喫煙
防止対策

受動喫煙防止対策
融資ファンド

厚生労働省

大分労働局

助成金

6

H30.3.26 大分県信用組合にて
ファンドを発表した際の様子

大分県信用組合 理事長 吉野 一彦

国立大学法人大分大学 学長 北野 正剛 氏

大分県商工会連合会 会長 森竹 治一 氏

大分県薬剤師会 副会長 副 千秋 氏大分県中小企業団体中央会 会長 髙山 泰四郎 氏
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7

国立大学法人大分大学や地方自治体と連携した「健康セミナー」による住民への啓発活動

平成29年10月27日
中津市健康セミナー（テーマ：生活習慣病予防）

講師：大分大学医学部教授 猪股 雅史 氏

200名の住民が聴講
中津市長、大分県北部保健所長も参加

平成29年11月23日
日出町健康セミナー（テーマ：減塩）

講師：大分大学医学部教授 髙橋 尚彦 氏

120名の住民が聴講
日出町長、大分県東部保健所長も参加

平成29年12月18日竹田市（講師：大分大学医学部准教授 加隈 哲也 氏）
平成30年1月23日杵築市（講師：大分大学医学部助教 河野 辰行 氏）
平成30年5月15日豊後大野市（講師：大分大学医学部教授 猪股 雅史 氏）
平成30年7月19日宇佐市（講師：大分大学教授 清家正隆 氏） 計6回で約1,100名を動員
今後も県内各地（10月：竹田市２回目、11月：臼杵市・大分市・日田市）で実施。

大分県が目指す健康寿命日本一に向けて
今後も協力して参ります。

8

大分県信用組合
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平成30年度 第１回健康寿命日本一おおいた創造会議
～日本健康会議in大分～

「健康経営」が社員の活力向上に！
～東京海上グループの取組～

2018年8月2３日
東京海上日動火災保険株式会社

大分支店大分支社
井上 薫

  

東京海上グループでは､｢健康経営｣を
『社員と家族の心身の健康を大切にするマネジメント』

と位置付け、
社員の活力向上や生産性向上の実現、

企業の健全経営や持続的な成長を目的としています。

｢心｣の健康
｢メンタルヘルス対策｣｢ハラスメント対策｣
｢老後の生活の安心｣

健康的な生活習慣

運動･睡眠･食事の時間の捻出
喫煙･適正体重･飲酒(ストレスも関連)
｢働き方改革｣と｢健康経営｣は両輪（表裏一体）
労災事故の削減にも繋がる

社員を支える大切な｢家族｣
多様な働き方を認め合う風土の醸成
｢育児･介護･治療等の両立支援｣
女性活躍推進・地方創生にも繋がる

社員と家族の心身の健康を大切にするマネジメント p.2

※上記は平易に表現したものであり、 「健康経営」はＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。
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実績

健康経営宣言(東京海上日動)

p.3

東京海上ＨＤ
健康経営銘柄に3年連続で選定
(上場企業で1業種(保険業)1社のみ、経産省・東証共同企画）

ＨＤ・東京海上日動・
あんしん生命・

ＴＭＳ・システムズ

健康経営優良法人【大規模法人部門】(ホワイト500)
に認定（HD･東京海上日動･あんしん生命は2年連続）

＊ＴＭＳ：東京海上日動メディカルサービス

東海日動パートナーズ 健康経営優良法人【中小規模法人部門】に認定(東北､EAST､中国四国)

東京海上日動 安全衛生優良企業公表制度東京都第一号に認定

■お客様に選ばれ、成長しつづける会社“Good Company”である
ために最も大切な原動力は社員であり、東京海上日動は社員と家族
の心身の健康の保持・増進に積極的に取り組みます。

東京海上グループにおける「健康経営」の取組み

  

東京海上グループの特徴・独自性

地域支援ネットワークづくり（地方創生）
①地方創生の専門部署を作り、全国200名超の体制で課題解決に向けた取組みを推進

②2017年1月「健康経営タスクフォース」、2018年4月「地方創生・健康経営室」を設置

③全国の協会けんぽ11支部様と｢健康経営の普及促進｣等の協定締結

④大分県信用組合様と「健康経営に関わる包括連携」協定締結（2018年1月）

健康経営の研究・実践・普及啓発
①東京大学 政策ビジョン研究センター 健康経営研究ユニット等との共同研究

②健康経営銘柄に2016 2018年の3年連続で選定（保険業で1社)

③経営トップの社外への積極的なメッセージ発信(2017年3月北沢社長講演)

各種保険・サービスの開発
① ｢健康経営｣実践企業へのインセンティブとして｢健康経営優良法人認定割引｣を開発

②24時間無料相談できる｢健康経営アシストサービス｣をご提供

③病気治療や介護と仕事の両立を支援する補償(がん･介護･GLTD等)の開発

④個人の｢健康増進｣を支援する保険(あるく保険)やWebサービス(からだ予測ナビ)の開発

p.4
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「健康経営」の推進体制（含む外部への発信）

地域社会

etc.

商品・サービス

講演会・セミナー

ＣＳＲ活動

積極的な情報開示

ステークホルダー(外部)への取組み

衛生委員会

データヘルス計画（コラボヘルス）

健康増進､活力･生産性向上の取組み

ＰＤＣＡ

組織体制

担当役員

経営トップ

社員 医療保険者健康管理部門
投資家

お客様

株主

取引先

メディア

健康管理部門

健康経営推進会議

健康経営タスクフォース

健康経営タスクフォース

お客様企業が「健康経営」に関心を高め
ていただくための取組み

p.5

  

日経ＢＰ健康経営フォーラムより（ 2017年3月15日）

社外向けトップメッセージ p.6
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各種施策の実行（≒認定項目）

メンタル不調者への対応
復職支援・フォローの徹底

メンタルヘルス対策
ストレスチェック

多様な働き方への支援
女性の健康

ハイリスクアプローチ
確実な実施による重症化予防

ポピュレーションアプローチ（健康増進月間の取組み）
健康チャレンジカード・良い生活習慣の定着

喫煙対策
禁煙支援・教育啓発・環境整備

社員一人ひとりの「健康リテラシー」の向上

社員の取組み × 会社の健康施策

Good Company

若年層肥満対策

特定保健指導

生活習慣病対策 メンタルヘルス・働き方等

個別対象者
への介入

環境整備

生活習慣病からメンタルヘルス、働き方の変革の支援まで幅広く施策を実施

治療との
両立

定期健康診断 受診率100％

p.7

  

健康診断（社員は会社の最も大切な財産）

 健康診断は身体の状態を定点で把握する重要なセンサー
 診断データを時系列で把握、経年変化を分析
 より説得力がある保健指導が可能

 保険者とも連携し、各年代のリスクに応じて実施
（含む生活習慣病健診、がん検診）

 受診率は例年100％必達（徹底した進捗管理）
 精密検査の受診も徹底フォロー

p.8

【健診結果等の個人情報管理】
健康診断結果等の健康情報はセンシティブ情報として
会社が取得し、本人の同意なしには、安全配慮および
社員の健康保持増進の目的以外に利用しない。
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健康チャレンジカード（周知策の１つ） p.9

＜名刺サイズのカードを全社員に配布 年間を通じた健康増進の取組み ＞

【その他の周知策】
①定期的なトップメッセージの発信
②研修内容への反映（社員向け、管理職向け、新入社員向け）
③社員意識調査(仕事をするにあたり自分の健康も重視しているか？)

20歳の体型を再び取り戻す！

  

＜健康増進のきっかけ作り＞

スポーツ大会

毎朝のラジオ体操

健康チャレンジ

健康増進月間（チームと個人の取組み） p.10

Web版・三角ポップ
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＜全店禁煙デーのポスター＞

喫煙対策（きっかけづくり） p.11

＜禁煙挑戦の日のポスター＞

【改正健康増進法 2018年7月18日成立、原則2020年4月1日施行】
「望まない受動喫煙」の防止を図るため、多数の者が利用する施設等の区分に応じ、当該施設等の
一定の場所を除き喫煙を禁止する等の改正。

  

 ｢健康経営｣を進めるには、一人ひとりが健康に
関する正しい知識を持つことが不可欠

 日本医師会の監修協力による
｢日本健康マスター検定｣の特別パートナーに

 まず社内で受験推奨、5回で約2,300名受験

 普及認定講師として新たな付加価値提供

 当社経由で割引価格で受験可能

健康リテラシーの向上

【公式テキスト巻末 東京海上日動 北沢社長メッセージ(抜粋)】
人は誰もが健康で暮らしたい、元気で長生きしたいと思っているはずです。健康で元気に過ごせる時間、
すなわち健康寿命を伸ばすためには、健康に関する正しい知識を身につけることが必要です。
また、日本全体の『健康リテラシー』の向上を図るためには、個人の努力だけでなく、企業や医療関係
者・自治体・国・健康関連事業者など社会全体が一体となり取り組むことが重要と考えます。
個人や個人を支える社会全体が健康に関する正しい知識を持つことは、日本の健全な発展に繋がるもの
と期待しています。

p.12
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育児・介護・治療との両立支援

 「ママパパ☆キャリアアップ応援制度」
（①働く時間･場所の柔軟化､②“保活”の支援）
 キャリアアップ支援策
（①上司との対話､②メンター制度､③ロールモデル）

育児との両立

介護との両立
 各種情報提供、相談窓口の周知、自助努力(万が一の備え)
（ハンドブック提供､両立セミナー､産業ケアマネジャー 等)
 ｢介護をマネジメント｣できる環境整備

p.13

治療との両立
 各種情報提供、相談窓口(社内&外部支援機関)の周知
 制度(3つの制度)･運用面の整備、自助努力(万が一の備え)

  

大分県との地方創生包括連携協定締結（2018年4月）

大分県と東京海上日動は、人的・知的資源の活用と交流を図り
各分野で相互に有意義と認められる諸事業を行うことにより
地方創生の実現に資することを目的とする

＜協定概要＞

＜主な連携事項＞

（１）地域の産業・観光振興、中小企業等の支援に関する事項
（２）健康寿命の延伸、健康経営推進に関する事項
（３）芸術文化・スポーツの振興、青少年健全育成に関する事項
（４）防災・災害対策に関する事項
（５）県政情報発信に関する事項
（６）就業支援、移住・定住促進に関する事項

p.14
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大分支店の主な健康関連の取組（2018年度）

①健康経営セミナー（7/3開催）

p.15

②大分支店・健康プロジェクトチーム発足

(2018年5月 ）

｜企画書タイトル｜March 1, 201516

本日はありがとうございました。
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健康寿命日本一おおいた
推進      広報協力

株式会社 紀伊國屋書店

大分店 店長 福島 伸男

紀伊國屋書店 アミュプラザおおいた店（レジ横）

＜広報期間＞
７月下旬～９月上旬

○県内の２店舗で
フォーラムの
チラシを配布
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紀伊國屋書店 大分店（レジ前）

フォーラムチラシ

田中講師の著書

フォーラム講師の著書
コーナーを設け、チラシ
を配布し、広報に協力
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（ご説明の前に）大分商業高校の皆様に
考案いただいた「これぞ野菜ジュース」です！

大分県＆カゴメ
まず野菜・もっと野菜

まず野菜・もっと野菜
メニューコンテストから

産官学連携で
広がりを

大分県内レストラン・惣菜・学校給食メニューへ
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       大分県  野菜不足 ０    

カゴメは「野菜の会社」としての活動を大分県と協働で進めております

4

産官学連携   塩 地産地消     事例
2016年７月 別府大学様 実施

大分合同新聞やポスターで
優秀メニュー情報を拡散

トキハインダストリー様

アミュプラザ大分
Natural caf 様

イオン九州・イオンストア九州様

ご後援企業のトキハインダストリー様で惣菜メニュー化、外食でのメニュー化もいただきました。
またイオン九州様・イオンストア九州様全店でうま塩ひじきなどの惣菜メニュー化をいただきました

前年 報告
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5

産官学連携   野菜    野菜      事例①
2018年3月 別府大学様 実施

↑大分県量販店25店舗 
試食販売実施（8-9月）

・大銀ドームレストランメニュー化実施
・後援企業の惣菜メニュー化検討中

←ＮＨＫをはじめ、
テレビ3局新聞3紙に掲載

第13回食育推進全国大会で「まず野菜もっと野菜」
ブース出展（別府大学様・カゴメ共同ブース）
内容：野菜３５０ｇ計量体験+野菜飲料配布

公式メニューブック配布/「コンテストグランプリメニューケークサレ」試食

別府大学様学生 野菜計量体験 目方    

公式メニューブック

ケークサレ試食

2日間合計約3,000人が野菜摂取の必要性を体感いただけました。
野菜350g計量体験 常時列 途切        試食 開始 同時 即時終了 
来場     農林水産省副大臣礒崎氏   産官学連携 評価       
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7

別府大学生考案の野菜メニューと
うま塩メニューを公式メニューレシピに掲載。
既存のうま塩メニューは野菜メニューでもあります

8

産官学連携   野菜    野菜      事例②
2018年7月 大分商業高校様 実施

←ＮＨＫをはじめ、テレビ3局新聞3紙に掲載

↑大分県内量販店 試飲販売実施
トキハインダストリー様でのメニュー提案

 後援量販店  販促連携の活動予定
・8/31に県庁レストランレストランぶんご
野菜の日イベント限定200杯試飲実施
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9

子どもたちに「まず野菜！もっと野菜！」
大分県＆カゴメ 小学校での食育活動

18年度大分市立    小学校

16年度佐伯市立松浦小学校

トマトの苗定植 収穫 調理

トマトジュース専用トマト「凛々子（りりこ）」の苗を活用した
食育活動 16年 10校 17年 21校 18年 24校で実施。
各年度１校    社員 収穫  手作            調理
までの授業を大分県と協働で実施いたしました。

こちらも多くのマスコミに取り上げられ、健康づくり支援課本多さんより
「まず野菜・もっと野菜」について、生徒・保護者に説明いただきました

10

子どもたちに「まず野菜！もっと野菜！」 カゴメ劇場大分
17年8月       18年6月      

別府大学様学生  大変 協力        

実際のお客様からの声
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ご清聴頂き、
真剣感謝しちょります

カゴメ株式会社
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「まず野菜、もっと野菜」プロジェクト事業（H30年度事業）
目指す方向性

野菜摂取量が少ない20代、30代(ファミリー層含む)を中心に、野菜が食べたくなる仕掛けや
「安い・簡単・美味しい」をKeywordにスーパー等と連携し、野菜摂取に向けた仕組みづくり

市場開放デー等で
県民へPR

スーパー

コンビニ

ＪＡ

市場
食品関連企業

（おうえん企業）

栄養士会

野菜
ソムリエ

大学

○各団体の取組促進
○構成団体間の連携促進
○創造会議への取組報告

お手軽カット
野菜レシピ等
食べ方提案

野菜の健康効果
（ベジファースト等）

レシピの開発
学食への啓発

野菜に目が行く
売り場の工夫

野菜プラス1皿（70g）
の啓発

特設コーナーによるPR

手軽に野菜摂取ができる商品
やドレッシング等

野菜の日の取組
地産地消の推進

健康寿命日本一おおいた創造会議
「野菜部会」の設置

１ ロゴマークの作成
「まず野菜、もっと野菜」プロジェクト事業（H30年度事業）

２ 啓発物品の作成

ポスター のぼり

夏レシピ

缶バッチ

スイングPOP 

３ 動画の作成

８
月
21
日
～

SNSに野菜レシピ投稿

YouTobe 県庁ホームページに動画掲載

SNS広告

県内主要スーパー、
コンビニの各店舗で
のぼりや ポスターの掲示

街頭広告
・竹町商店街
・AIDA LINK

1か月間
集中配信

8/31（金） 11:30~
「野菜の日」イベント
レストランぶんご

9/25（火） 11:00~
「まず野菜、もっと野菜」講演会
明野アクロスタウン

８
月
31
日
～

野
菜
の
日

野菜
ｽﾑｰｼﾞｰ

200食
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